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東京工業大学名誉教授

PC橋技術の変遷 2
【特別寄稿】

二羽 淳一郎
に        わ じゅん　いち　 ろう

♯002

　前回のPC橋技術の変遷1では、わが国PC橋の系譜に着目し、PC橋の黎明
期から現在に至るまでを駆け足で回顧した。今回のPC橋技術の変遷2では、さ
まざまな方向に進化し、発展し続けているPC橋を取り上げて、その技術の実態
を概観することにしたい。具体的には、さまざまな構造形式への発展、新素材や
新材料の適用、プレキャスト化、景観・環境への配慮などの観点である。前回同
様に、以降は土木学会田中賞、あるいはPC工学会の作品賞を受賞した橋梁の
中から抜粋してPC橋の進化・発展を振り返ることとしたい。なお前回同様、以
下では各橋の受賞年で記述する。

▲ 不動大橋（群馬県）



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支
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▲ 写真1　生口橋（広島県）

▲ 写真2　多々羅大橋（広島県）

▲ 写真3　木曽川橋・揖斐川橋（三重県）

P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支

P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構
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造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真4　木ノ川高架橋（和歌山県）

▲ 写真5　猿田川橋・巴川橋（静岡県）

▲ 写真6　不動大橋（群馬県）

▲ 写真7　本谷橋（岐阜県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支
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P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真11　豊田アローズブリッジ（愛知県）

▲ 写真8　日見夢大橋（長崎県）

▲ 写真9　近江大鳥橋（滋賀県）

▲ 写真10　生野大橋（兵庫県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支

P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る
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の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真12　赤谷川橋りょう（群馬県）

▲ 写真13　別府明礬橋（大分県）

▲ 写真14　池田へそっ湖大橋（徳島県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支

P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

13  　PCプレス　2022 ／ May ／ Vol.028

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真15　コロラドリバー橋（アメリカ・ネバダ州）

▲ 写真16　青雲橋（徳島県）

▲ 写真17　鳴瀬川橋りょう（宮城県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。

み
ょ
う
ば
ん



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支
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P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真18　内牧高架橋（静岡県）

▲ 写真19　酒田みらい橋（山形県）

▲ 写真20　寺迫ちょうちょ大橋（宮崎県）

▲ 写真21　新名神武庫川橋（兵庫県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。



ス
ト
縮
減
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
複

合
構
造
橋
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

混
合
桁
方
式
で
は
、
長
大
支
間
の
中
央

径
間
に
鋼
桁
を
配
置
し
、
側
径
間
に
P
C

桁
を
採
用
し
た
長
大
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。本
州
四
国
連
絡
橋
の
し
ま
な
み
海
道

に
位
置
し
、
広
島
県
の
因
島
と
生
口
島
を

結
ぶ
生
口
橋（
1
9
9
1
年
、
写
真
1
）は
、

橋
長
7
9
0
m
、
中
央
径
間
4
9
0
m
の

3
径
間
連
続
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。両
島

間
の
海
峡
で
あ
る
幅
約
5
0
0
m
の
生
口

水
路
へ
の
架
橋
と
し
て
、
当
初
は
最
大
支
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P
C
橋
の
複
合
化

　

構
造
形
式
が
桁
橋
か
ら
、斜
張
橋
、エ
ク

ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
に
関
し
て
は
前
回
取
り
上
げ
た
が
、

今
回
は
別
の
観
点
と
し
て
、
P
C
と
鋼
構

造
の
複
合
化
に
注
目
し
た
い
。土
木
学
会

で
は
、複
合
構
造
を
合
成
構
造（
部
材
断
面

が
異
種
材
料
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
）

と
混
合
構
造
（
異
種
部
材
を
継
手
に
よ
っ

て
接
合
し
た
構
造
）に
大
別
し
て
い
る
。近

年
で
は
、
構
造
の
さ
ら
な
る
合
理
化
や
コ

間
長
2
5
0
m
程
度
の
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。し
か
し
、海
峡
内
の

地
盤
が
想
定
以
上
に
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
、

計
画
が
見
直
さ
れ
、
海
峡
内
に
橋
脚
を
設

置
し
な
い
斜
張
橋
が
採
用
さ
れ
た
。た
だ

し
、
径
間
割
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
中
央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、

側
径
間
に
は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
を
適
用

し
、
死
荷
重
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
複
合
斜

張
橋
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。し

ま
な
み
海
道
の
多
々
羅
大
橋
（
1
9
9
8

年
、
写
真
2
）も
、
混
合
桁
方
式
の
複
合
斜

張
橋
で
あ
る
。生
口
島
と
愛
媛
県
の
大
三

島
間
の
多
々
羅
海
峡
に
架
か
る
本
橋
は
、

橋
長
1
4
8
0
m
、
中
央
径
間
8
9
0
m

の
長
大
斜
張
橋
で
あ
り
、
建
設
当
初
は
世

界
最
長
で
、
現
在
で
も
わ
が
国
最
長
の
斜

張
橋
で
あ
る
。側
径
間
は
生
口
島
側

2
7
0
m
、
大
三
島
側
3
2
0
m
で
あ
る
。

中
央
径
間
に
比
べ
て
側
径
間
が
短
く
、
さ

ら
に
側
径
間
自
体
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
口
橋
と
同
じ
理
由
で
中

央
径
間
に
は
軽
量
な
鋼
桁
を
、
側
径
間
に

は
重
量
の
あ
る
P
C
桁
が
採
用
さ
れ
た
。

高
さ
2
2
0
m
の
逆
Y
型
の
主
塔
は
ス
レ

ン
ダ
ー
で
優
美
で
あ
る
。伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
の
木
曽
川
橋
・
揖
斐
川
橋

（
2
0
0
1
年
、
写
真
3
）も
混
合
桁
方
式

の
複
合
橋
で
あ
る
。こ
の
隣
接
す
る
二
橋

は
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
の
木
曽
三
川

の
河
口
部
に
位
置
し
て
い
る
。木
曽
川
橋

は
橋
長
1
1
4
5
m
、
最
大
支
間

2
7
5
m
の
5
径
間
連
続
、
揖
斐
川
橋
は

橋
長
1
3
9
7
m
、
最
大
支
間
2
7
1
・

5
m
の
6
径
間
連
続
の
複
合
エ
ク
ス
ト
ラ

ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。主
桁
を
軽
量
化
す

る
た
め
、
支
間
中
央
部
に
は
鋼
桁
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。一
方
、
橋
脚
の
周
囲
に
は

P
C
桁
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
工
期
の

短
縮
を
図
る
こ
と
と
、
木
曽
三
川
の
河
口

部
に
近
く
、
大
型
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
を
舟
運
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
さ
4
0
0
t
を
超
え
る
大
型
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
P
C
セ
グ
メ
ン
ト
が
大
量
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

同
一
断
面
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材

を
併
用
し
た
複
合
構
造
の
橋
梁
と
し
て
、

複
合
ト
ラ
ス
橋
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
は
P
C
箱
桁
橋
の
ウ
ェ
ブ
を
鋼
ト
ラ
ス

部
材
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
主
桁

の
軽
量
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。当
初
、フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
複
合
ト
ラ
ス
橋

で
あ
る
が
、
2
0
0
0
年
代
に
な
っ
て
わ

が
国
で
も
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

木
ノ
川
高
架
橋（
2
0
0
3
年
、
写
真
4
）、

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
2
0
0
9
年
、写
真

5
）、
不
動
大
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
6
）

な
ど
で
あ
る
。木
ノ
川
高
架
橋
は
那
智
勝

浦
新
宮
道
路
が
和
歌
山
県
新
宮
市
で
二
級

河
川
・
佐
野
川
の
支
流
で
あ
る
木
の
川
と

交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
4
径
間
連

続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ

り
、
複
合
ト
ラ
ス
橋
と
し
て
は
わ
が
国
最

初
の
も
の
で
あ
る
。橋
長
は
2
6
8
m
で

最
大
支
間
は
85
m
で
あ
る
。上
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
版
を
、
格
点
部
を
介
し
て
鋼

管
ト
ラ
ス
部
材
で
つ
な
ぎ
、
床
版
内
に
配

置
さ
れ
た
内
ケ
ー
ブ
ル
に
加
え
て
、
橋
軸

方
向
に
外
ケ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
て
い
る
。

な
お
、本
橋
で
は
供
用
後
、格
点
部
や
偏
向

部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。原
因

と
し
て
は
、
温
度
変
化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
収
縮
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

　

猿
田
川
橋
・
巴
川
橋（
上
り
線
）は
、
静

岡
市
街
の
北
側
を
通
過
す
る
新
東
名
高
速

道
路
の
橋
梁
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
7
径
間

連
続
、
5
径
間
連
続
の
複
合
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。猿
田
川
橋
は
橋
長
6
1
0
m
で
最

大
支
間
が
1
1
0
m
、
巴
川
橋
は
橋
長

4
7
9
m
で
最
大
支
間
が
1
1
9
m
で
あ

る
。ウ
ェ
ブ
に
は
鋼
管
ト
ラ
ス
が
使
用
さ

れ
、主
桁
の
軽
量
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。さ

ら
に
、
下
り
線
で
は
4
主
構
で
あ
っ
た
ト

ラ
ス
を
、
上
り
線
で
は
3
主
構
に
低
減
し

た
他
、
格
点
部
に
は
改
良
版
の
二
面
ガ

セ
ッ
ト
構
造
を
適
用
し
て
い
る
。ウ
ェ
ブ

の
透
過
性
が
向
上
し
た
結
果
、
景
観
性
が

向
上
し
、
軽
快
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。不
動
大
橋
は
、群
馬
県
長

野
原
町
に
建
設
さ
れ
た
八
ッ
場
ダ
ム
の
湖

面
橋
で
あ
る
。八
ッ
場
ダ
ム
建
設
工
事
が

中
止
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
ダ
ム
建
設
工

事
中
止
の
象
徴
と
し
て
テ
レ
ビ
で
度
々
映

し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。本
橋
は
橋

長
5
9
0
m
、
最
大
支
間
1
5
5
m
の
5

径
間
連
続
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
複
合
ト
ラ

ス
・
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
、

複
合
ト
ラ
ス
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋

を
組
み
合
わ
せ
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

構
造
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
結
果
、支
間
長

1
5
5
m
に
対
し
て
、
桁
高
6
m
と
非
常

に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

　

複
合
構
造
で
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る
も

の
に
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い
た
P
C

箱
桁
橋
が
あ
る
。こ
の
構
造
も
当
初
は
フ

ラ
ン
ス
で
実
用
化
さ
れ
た
。し
か
し
現
在

で
は
わ
が
国
に
お
い
て
2
0
0
橋
以
上
の

実
績
が
あ
る
。P
C
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ
を
波

形
鋼
板
と
す
る
こ
と
で
、
自
重
を
軽
減
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
波
形
鋼
板
の
使
用

に
よ
り
ウ
ェ
ブ
の
せ
ん
断
抵
抗
を
維
持
し

た
ま
ま
、
橋
軸
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を

上
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
に
効
率
的
に

導
入
で
き
る
。こ
の
よ
う
な
種
々
の
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
構
造
形
式
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。代
表
例
と
し
て
、
本
谷
橋

（
1
9
9
8
年
、
写
真
7
）、
日
見
夢
大
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
8
）、
近
江
大
鳥
橋

（
2
0
0
6
年
、
写
真
9
）、
生
野
大
橋

（
2
0
1
8
年
、写
真
10
）、豊
田
ア
ロ
ー
ズ

ブ
リ
ッ
ジ（
2
0
0
4
年
、
写
真
11
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

本
谷
橋
は
、
岐
阜
県
高
鷲
村
に
建
設
さ

れ
た
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、
橋

長
1
9
8
m
、
中
央
径
間
97
m
の
3
径
間

連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
橋
で
あ
り
、こ

の
形
式
の
橋
梁
と
し
て
は
初
め
て
本
格
的

な
片
持
ち
張
出
し
架
設
工
法
が
適
用
さ
れ

た
。ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版
と
波
形
鋼

板
の
接
合
部
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
構
造
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
が
、
本
橋
で
は
鋼
板
に
設
け

た
鉄
筋
孔
を
通
し
た
貫
通
鉄
筋
と
橋
軸
方

向
の
接
合
棒
鋼
を
併
用
し
た
埋
込
み
接
合

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。日
見
夢
大
橋
は
、
長

崎
多
良
見
I
C
と
長
崎
芒
塚
I
C
間
に
建

設
さ
れ
た
長
崎
自
動
車
道
の
橋
梁
で
、橋
長

3
6
5
m
、
中
央
径
間
1
8
0
m
の
3
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
C
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組
合
せ
と
し

て
は
世
界
初
で
あ
っ
た
。こ
の
組
合
せ
に
よ

り
主
桁
の
軽
量
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、支

間
長
1
8
0
m
に
対
し
て
桁
高
4
m
と
非

常
に
ス
レ
ン
ダ
ー
な
構
造
を
実
現
し
て
い
る
。

斜
材
の
定
着
部
に
は
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
と

溶
接
に
よ
っ
て
一
体
化
し
た
鋼
製
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
を
配
置
し
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保

し
て
い
る
。近
江
大
鳥
橋
は
、
新
名
神
高
速

道
路
の
大
津
J
C
T
と
信
楽
I
C
間
に
位

置
す
る
、
4
径
間
連
続（
上
り
線
）お
よ
び

5
径
間
連
続
（
下
り
線
）の
波
形
鋼
板
ウ
ェ

ブ
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
4
9
5
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

5
5
5
m
（
下
り
線
）
で
、
最
大
支
間
は

1
7
0
m
（
上
り
線
）
お
よ
び
1
6
0
m

（
下
り
線
）
で
あ
る
。本
橋
は
県
立
自
然
公

園
内
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
自
然
環
境
と

調
和
し
た
景
観
設
計
が
な
さ
れ
た
。主
塔
と

橋
脚
は
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
姿
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
周
辺
地
山
に

露
頭
し
て
い
る
風
化
花
崗
岩
の
色
調
を
考

慮
し
て
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
使
用
さ
れ
た
。ま
た
、
そ
の
色
合
い
と

の
調
和
を
考
慮
し
て
波
形
鋼
板
も
朱
色
に

着
色
さ
れ
て
い
る
。生
野
大
橋
は
、新
名
神

高
速
道
路
と
J
R
福
知
山
線
が
交
差
す
る

神
戸
市
北
区
生
野
に
位
置
す
る
橋
長

6
0
6
m
、
最
大
支
間
1
8
8
m
の
7
径

間
連
続
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
P
R
C
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
る
。将
来
の
6
車

線
化
を
考
慮
し
て
、
斜
材
は
一
面
吊
り
構

造
と
な
っ
て
い
る
が
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ

エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
へ
の
一
面
吊
り

斜
材
の
適
用
は
国
内
初
で
あ
る
。豊
田
ア

ロ
ー
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
新
東
名
高
速
道
路

と
東
海
環
状
自
動
車
道
と
の
共
用
区
間
で

あ
る
豊
田
J
C
T
と
豊
田
東
J
C
T
間
に

建
設
さ
れ
た
4
径
間
連
続
の
波
形
鋼
板

ウ
ェ
ブ
P
C
・
鋼
複
合
斜
張
橋
で
あ
る
。

橋
長
は
8
2
0
m
、
最
大
支
間
は

2
3
5
m
で
あ
り
、
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を

有
す
る
斜
張
橋
と
し
て
世
界
最
長
で
あ
る
。

上
下
線
一
体
の
主
桁
総
幅
員
43
・
8
m
は

国
内
最
大
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
斜
材

に
よ
り
一
面
吊
り
し
て
い
る
。逆
Y
型
の

主
塔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
高
さ
は

1
0
9
・
6
m
と
こ
れ
も
国
内
最
大
で
あ

る
。

さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
へ
の
展
開

　

P
C
橋
は
桁
橋
を
中
心
に
発
展
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
橋
種
に
展
開

し
て
い
る
。例
え
ば
、ア
ー
チ
橋
は
主
部
材

で
あ
る
ア
ー
チ
リ
ブ
は
圧
縮
部
材
で
あ
る

の
で
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
す
る
必
要

は
な
く
、
P
C
橋
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
P
C
橋
の
架

設
工
法
と
同
様
な
片
持
ち
張
出
し
架
設
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
や
補
剛
桁
に
は
プ
レ
ス

ト
レ
ス
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

広
義
に
は
P
C
橋
と
み
な
す
こ
と
も
で
き

る
。こ
こ
で
は
、
赤
谷
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
7
9
年
、
写
真
12
）、
別
府
明
礬
橋

（
1
9
8
9
年
、写
真
13
）、池
田
へ
そ
っ
湖

大
橋（
1
9
9
9
年
、写
真
14
）、コ
ロ
ラ
ド

リ
バ
ー
橋（
2
0
1
0
年
、
写
真
15
）を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。赤
谷
川
橋
り
ょ

う
は
、
上
越
新
幹
線
の
高
崎
-上
毛
高
原

間
で
赤
谷
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設
さ

れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
ア
ー
チ
橋
で
、

橋
長
2
9
8
m
、
ア
ー
チ
支
間
1
2
6
m

で
あ
る
。補
剛
桁
は
5
径
間
連
続
P
C
箱

桁
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
は
片
持
ち
張
出

し
架
設
さ
れ
て
い
る
。別
府
明
礬
橋
は
、東

九
州
自
動
車
道
が
別
府
市
郊
外
の
明
礬
温

泉
を
横
過
す
る
箇
所
に
建
設
さ
れ
た
R
C

固
定
ア
ー
チ
橋
で
、橋
長
4
1
1
m
、ア
ー

チ
支
間
2
3
5
m
の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ

る
。ア
ー
チ
リ
ブ
の
施
工
に
は
ト
ラ
ス
材

を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
と
メ
ラ
ン
工

法
が
併
用
さ
れ
た
。補
剛
桁
は
P
R
C
構

造
で
あ
る
。強
酸
性
の
温
泉
地
帯
で
の
工

事
と
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
向

上
の
た
め
、
増
厚
と
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
モ
ル

タ
ル
に
よ
る
防
食
が
行
わ
れ
た
。池
田
へ

そ
っ
湖
大
橋
は
、
徳
島
自
動
車
道
が
徳
島

県
池
田
町
で
吉
野
川
と
交
差
す
る
位
置
に

建
設
さ
れ
た
逆
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
5
径
間

連
続
P
C
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。

橋
長
7
0
5
m
、
ア
ー
チ
支
間
2
0
0
m

の
長
大
ア
ー
チ
橋
で
あ
り
、
ア
ー
チ
リ
ブ
、

補
剛
桁
と
も
に
片
持
ち
張
出
し
架
設
さ
れ

た
。コ
ロ
ラ
ド
リ
バ
ー
橋（
供
用
後
は
、
マ

イ
ク
オ
キ
ャ
ラ
ハ
ン
ー
パ
ッ
ト
テ
ィ
ル
マ

ン
記
念
橋
）
は
米
国
ネ
バ
ダ
州
と
ア
リ
ゾ

ナ
州
の
州
境
で
フ
ー
バ
ー
ダ
ム
に
近
接
し
、

コ
ロ
ラ
ド
川
に
架
か
る
上
路
式
固
定
ア
ー

チ
橋
で
橋
長
は
5
7
8
m
、
ア
ー
チ
支
間

は
3
2
3
m
と
北
米
最
大
の
規
模
を
誇
る
。

施
工
は
わ
が
国
の
建
設
会
社
が
担
当
し
た
。

ア
ー
チ
リ
ブ
は
ピ
ロ
ン
柱
か
ら
の
斜
吊
り

張
出
し
に
て
架
設
さ
れ
た
が
、
橋
脚
は
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
を
P
C
鋼
材
で

連
結
し
て
急
速
施
工
さ
れ
た
。

　

吊
床
版
橋
は
、
ア
ー
チ
橋
を
上
下
反
転

さ
せ
た
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
を
有
し
て

い
る
。橋
台
間
に
張
り
渡
し
た
P
C
鋼
材
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
立
て
て
床
版
と
し
、

そ
の
上
を
直
接
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

直
路
式
の
他
、
床
版
上
に
ス
ト
ラ
ッ
ト
を
設

け
て
路
面
と
な
る
上
床
版
を
支
え
る
上
路

式
や
、吊
床
版
を
主
桁
に
定
着
し
、吊
床
版

に
作
用
す
る
水
平
力
を
主
桁
に
負
担
さ
せ

る
自
碇
式
な
ど
の
構
造
が
あ
る
。青
雲
橋

（
2
0
0
4
年
、
写
真
16
）は
徳
島
県
山
城

町
の
銅
山
川
に
架
か
る
橋
長
97
m
、
吊
床

版
支
間
90
m
の
P
C 

吊
床
版
を
利
用
し
た

自
碇
式
複
合
ト
ラ
ス
橋
で
あ
り
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
鋼
管
ト
ラ
ス
が
美
し
い
。

　

フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
は
、
箱
桁
の
ウ
ェ
ブ

を
上
方
に
伸
ば
し
て
翼
壁
と
し
、
こ
こ
に

P
C
鋼
材
を
配
置
し
た
橋
梁
で
あ
る
。主

桁
に
作
用
す
る
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に
対
し

て
、
P
C
鋼
材
の
偏
心
量
を
大
き
く
で
き
、

主
桁
の
高
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

魚
の
背
び
れ
（back fin

）
か
ら
き
た
名
称

で
あ
る
。宮
城
県
東
松
島
市
に
位
置
す
る

J
R
仙
石
線
の
鳴
瀬
川
橋
り
ょ
う

（
1
9
9
9
年
、写
真
17
）は
橋
長
4
8
8
・

9
m
、
最
大
支
間
85
m
の
6
径
間
連
続

P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ
り
、
そ
の
独

特
な
形
態
が
特
徴
で
あ
る
。本
橋
は
東
日

本
大
震
災
時
の
津
波
に
も
流
出
す
る
こ
と

な
く
、原
形
を
保
っ
た
。

P
C
橋
の
将
来

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
考
え
る
と

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
P
C
橋
が
建
設
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
、新

材
料
・
新
素
材
、
環
境
・
景
観
な
ど
が
浮

か
ん
で
く
る
。新
東
名
高
速
道
路
の
内
牧

高
架
橋（
2
0
0
6
年
、
写
真
18
）は
静
岡

市
内
で
内
牧
川
と
交
差
す
る
位
置
に
建
設

さ
れ
た
21
径
間
連
続
P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、

橋
長
は
1
0
4
8
m
（
上
り
線
）
お
よ
び

1
0
2
4
m（
下
り
線
）で
、
最
大
支
間
は

53
m
で
あ
る
。こ
こ
で
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

セ
グ
メ
ン
ト
工
法
が
大
々
的
に
適
用
さ
れ

た
。本
橋
は
有
効
幅
員
16
・
5
m
で
あ
り
、

通
常
で
あ
れ
ば
2
室
箱
桁
と
な
る
が
、
合

理
性
や
経
済
性
を
追
求
し
、
ス
ト
ラ
ッ
ト

で
張
出
し
床
版
を
支
え
る
1
室
箱
桁
構
造

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
1
ス
パ
ン
約
50

m
の
箱
桁
を
、
16
個
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ

グ
メ
ン
ト
を
連
結
し
て
架
設
す
る
ス
パ
ン

バ
イ
ス
パ
ン
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　

酒
田
み
ら
い
橋
（
2
0
0
2
年
、
写
真

19
）
は
山
形
県
酒
田
市
の
新
井
田
川
に
架

か
る
橋
長
50
・
2
m
、
支
間
49
・
4
m
の

単
径
間
P
C
箱
桁
歩
道
橋
で
あ
る
。箱
桁

▲ 写真22　各務原大橋（岐阜県）

▲ 写真23　別埜谷橋（徳島県）

に
は
わ
が
国
で
初
め
て
超
高
強
度
繊
維
補

強
コ
ン
ク
リ
ー
ト（
U
F
C
）が
適
用
さ
れ

た
。U
F
C
を
活
か
し
た
薄
肉
部
材（
上
床

版
厚
5
㎝
、
ウ
ェ
ブ
厚
8
㎝
）
の
使
用
や

ウ
ェ
ブ
に
設
け
た
円
形
開
口
部
な
ど
、
斬

新
で
特
徴
的
な
橋
梁
と
な
っ
て
い
る
。

　

寺
迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
（
2
0
1
3
年
、

写
真
20
）、
新
名
神
武
庫
川
橋（
2
0
1
6

年
、
写
真
21
）
は
い
ず
れ
も
バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た
P
C
橋
で
あ
る
。寺

迫
ち
ょ
う
ち
ょ
大
橋
は
、
東
九
州
自
動
車

道
が
宮
崎
県
日
向
市
で
田
久
保
川
と
交
差

す
る
位
置
に
建
設
さ
れ
た
10
径
間
連
続

P
C
箱
桁
橋
で
あ
り
、
橋
長
7
1
2
・

5
m
、最
大
支
間
87
・
5
m
で
あ
る
。蝶
形

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

を
工
場
で
製
作
し
て
、
こ
れ
を
箱
桁
の

ウ
ェ
ブ
に
使
用
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、完

成
後
は
ウ
ェ
ブ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
形
の
開

口
部
が
形
成
さ
れ
る
。蝶
形
の
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
パ
ネ
ル
に
は
鋼
繊
維
を
混
入
し
た
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら

に
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
の
P
C
鋼
材
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
厚
さ
は
1
5
0
㎜
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
る
主
桁
の

軽
量
化
に
よ
り
、
1
回
の
片
持
ち
張
出
し

長
さ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
施
工
ブ

ロ
ッ
ク
数
を
減
少
で
き
る
の
で
、
施
工
速

度
を
向
上
で
き
る
。ま
た
完
成
後
の
箱
桁

内
は
自
然
光
に
よ
っ
て
明
る
く
、
維
持
管

理
や
点
検
も
容
易
で
あ
る
。新
名
神
武
庫

川
橋
も
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
を
使
用
し
た

橋
梁
で
あ
る
。本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路

が
神
戸
市
北
区
で
武
庫
川
と
交
差
す
る
位

置
に
建
設
さ
れ
た
5
径
間
連
続
P
R
C
エ

ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ

橋
で
あ
り
、橋
長
は
4
4
2
・
2
m
、最
大

支
間
は
1
0
0
m
で
あ
る
。バ
タ
フ
ラ
イ

ウ
ェ
ブ
と
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
組

合
せ
は
世
界
で
初
め
て
で
あ
る
。

　

各
務
原
大
橋（
2
0
1
3
年
、
写
真
22
）

は
、
岐
阜
県
各
務
原
市
で
木
曽
川
を
渡
河

す
る
橋
長
5
9
4
m
、
最
大
支
間
60
m
の

10
径
間
連
続
P
C
フ
ィ
ン
バ
ッ
ク
橋
で
あ

る
。各
務
原
市
の
北
側
に
位
置
す
る
岐
阜

市
街
や
遠
望
さ
れ
る
周
辺
の
山
並
み
と
の

景
観
上
の
調
和
が
強
く
考
慮
さ
れ
、
丸
み

を
帯
び
た
形
状
の
翼
壁
を
有
す
る
フ
ィ
ン

バ
ッ
ク
橋
と
な
っ
て
い
る
。主
桁
の
箱
桁

も
曲
面
を
多
用
し
た
形
状
で
あ
る
。車
道

の
両
側
に
設
け
ら
れ
た
歩
道
に
は
木
曽
川

の
風
景
を
楽
し
め
る
よ
う
な
展
望
バ
ル
コ

ニ
ー
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
夜
間
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
本
橋
の
特
徴
を
際
立
た

せ
て
い
る
。別
埜
谷
橋（
2
0
2
0
年
、
写

真
23
）は
、徳
島
自
動
車
道
の
土
成
I
C
と

脇
町
I
C
間
に
位
置
す
る
橋
長
26
・
55

m
、
支
間
25
・
5
m
の
単
径
間
バ
タ
フ
ラ

イ
ウ
ェ
ブ
箱
桁
橋
で
あ
る
。本
橋
の
最
大

の
特
徴
は
、
P
C
鋼
材
や
鉄
筋
な
ど
の
鋼

材
を
一
切
使
用
せ
ず
、
ア
ラ
ミ
ド
F
R
P

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
鋼
材
腐
食
に
起
因
す
る
耐
久
性

の
低
下
を
回
避
し
て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス

ト
バ
タ
フ
ラ
イ
ウ
ェ
ブ
と
上
下
の
床
版
を

工
場
で
一
体
化
し
て
セ
グ
メ
ン
ト
を
製
作

し
、
こ
れ
を
現
地
に
運
ん
で
、
ア
ラ
ミ
ド

ロ
ッ
ド
を
使
用
し
た
外
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ

て
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
し
、
一
体
化
し

て
い
る
。橋
の
内
部
に
腐
食
因
子
を
含
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
究
極
の
耐
久
性
向
上
技

術
で
あ
る
と
い
え
る
。

終
わ
り
に

　

2
回
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
、P
C
橋
技
術
の
変
遷
を
概
説
し
た
。こ

れ
か
ら
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、

P
C
橋
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
は
な
く
、
さ
ら
に
今
後
は
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
踏
ま
え
た
技
術
開

発
も
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。P
C
橋
技
術
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
た
い
。 べ

っ  

そ  

だ
に

か
か
み
が
は
ら
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